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                            別紙２  

令和８年度高松市脱炭素先行地域づくり事業支援業務  選定基準  

審査項目  評価の基準  評価点  加重  配点  

事 業 者 に

関する  

項目  
業務遂行力  

本業務の担当者数や配置・構成等から本

業務を 確実に実施できる体制 となって

いるか、必要な知識及び知見を有してい

る専門の担当者の有無等、本業務を適切

に遂行できる能力を有しているかにつ

いての評価  

５  ２  １０  

業務実績  
同種・類似業務の実績等により、本業務

を適切に遂行するために必要と認める

知識や経験の有無についての評価  
５  １  ５  

提 案 内 容

に 関 す る

項目  

理解度  

環境省の脱炭素先行地域の趣旨や制度

内容、これまでの選定結果や脱炭素先行

地域に採択された他自治体の動向等に

ついて十分な知見を有し、本市の脱炭素

先行地域計画提案書の内容及び仕様書

で定める業務内容を十分に理解してい

るかについての評価  

５  ２  １０  

国交付金  

執行支援  

国交付金の交付手続きに関し十分な知

見を有し、国に提出が必要となる各種資

料やデータ等に対する理解は十分か、国

交付金に係る関連資料の作成を滞りな

く行うため、国交付金の手続きのスケジ

ュールを把握し、適切なスケジュール管

理が行えるかについての評価  

５  ２  １０  

国交付金交付要綱等との整合性確認を

行うために、交付要綱等の内容を十分に

理解し、脱炭素先行地域に採択された他

自治体の動向等も把握したうえで、適切

に整合性確認を行えるかについての評

価  

５  ２  １０  

推進管理  

支援  

「高松市脱炭素先行地域共創コンソー

シアム」の設立趣旨を理解し、本市の脱

炭素先行地域に係る各事業を推進する

上で必要な取組を具体的に検討、推進す

るためのワーキンググループの設立に

向けた支援を主体的に行えるかについ

ての評価  

５  ２  １０  

進捗状況報告票の作成を支援するため

に必要な知見を有し、必要な情報の収集

や推計・集計等の方法について具体的に

示されているかについての評価  

５  ２  １０  
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審査項目  評価の基準  評価点  加重  配点  

 

技術的支援  

脱炭素に関する幅広い知見を有し、ま

た、本市の地域課題を把握し、多面的な

観点から本市の脱炭素先行地域づくり

事業に対し、適切な助言を行えるかにつ

いての評価  

５  ２  １０  

独自提案  

仕様書「５  業務内容」(１ )から (４ )の

業務内容を補完し、必要又は有効であ

り、かつ、本市の追加負担なしで実施可

能な提案の内容についての評価  

５  ２  １０  

プレゼン  

テーション  

及び  

ヒアリング  

プレゼンテーション及びヒアリングに

おいて、提案内容が適切に説明されてい

るか、また、当該業務の遂行への意欲、

積極性など取組姿勢についての評価  

５  １  ５  

参 考 見 積

価 格 に 関

する項目  価格点  

・（１－提示された参考見積価格／提案

上限額）×配点  

・点数の算出に当たっては、小数点第 1

位以下を切り捨てる。  

５  ２  １０  

合計  ―  ―  １００  

※上記の審査項目を委員６名が審査し、一人当たり１００点満点で採点する。  

※審査項目ごとの評価を点数化し、総合点が評価点全体の６割以上であって、

最も総合点の高い提案者を受託候補者に選定する。  

※評価は、「５」から「１」までの５段階評価とする。  

「５」極めて良好「４」良好「３」普通「２」やや不十分「１」不十分  

※各項目には「加重」を設けることとし、各項目の配点を次のように算出する。  

（配点）＝（評価点）×（加重）  


